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要支援認定を受けた高齢男性の社会活動とその目的
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目的 要支援認定を受けた高齢者のニーズに適合した，効果的な生活支援・介護予防サービスを展

開するため，本研究は，要支援認定を受けた高齢男性（以下，要支援高齢男性）の社会活動と

その目的を明らかにすることを目的とする。

方法 研究デザインは質的帰納的研究を用い，要支援高齢男性17人を対象に半構造化面接による個

別面接を実施した。分析は質的記述的分析により行った。

結果 要支援高齢男性の社会活動として 4 カテゴリ，社会活動の目的として 5 カテゴリを抽出し

た。要支援高齢男性の社会活動は，家族・親族や旧友，近所の人との【生活に安らぎを与え

る，気心の知れた人たちとのかかわり】や，介護予防サービスや老人クラブ，趣味の集まりと

いった【かかわる相手や活動内容が明確なサービスやプログラム等の参加・利用】であった。

また，【全盛期の就労時代が反映される職場関係者とのかかわり】では，元同僚の集まりに積

極的に参加する者がいる一方，一切行き来しない者もいた。さらに，読書やテレビ鑑賞，一家

の主としての家庭内の役割など【身近な暮らしの場で行う自分の気持ちや生活を豊かにする活

動】も行われていた。

要支援高齢男性の社会活動の目的は，【人とのコミュニケーションを通じた社会とのつなが

り】であった。また，【同年代・年配者と過ごすことで得られる安心感】を求め，老人クラブ

や趣味の集まりに参加していた。要支援高齢男性は，【主体的な運動の継続による身体機能の

維持・向上】や【意図的に思考を巡らせることによる学びの継続】を行うため，定期的に運動

や認知機能を活性化させる機会をつくっていた。また，【自らが快くなれる有意義なひととき】

を得るため，興味のある運動や趣味の場へ参加し，生活に楽しみや潤いを与えていた。

結論 要支援高齢男性の社会活動の特徴として，1 つめは，職場関係者とのつきあいが含まれるこ

と，2 つめは，気心の知れた人たちとのかかわりがなされ，そのかかわりの程度にはレベルが

あること，3 つめは，退職した現在も，社会や時代を意識した活動が行われていることが挙げ

られる。また，要支援高齢男性は社会活動に対する自身の目的を明確化，具体化しており，社

会活動として心身機能や生活において現実的に価値あるものに取り組んでいることが示唆され

た。
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 緒 言

団塊の世代が後期高齢者となる2025年に向け，医

療・介護の連携強化として，地域包括ケアシステム

の構築が喫緊の課題となっている。地域包括ケアシ

ステムは，自助・互助・共助・公助の観点から1)，

フォーマル，インフォーマルな社会資源をシステム

として機能させることが重要である。そのなかで，

生活支援・介護予防サービスは，地縁組織やボラン

ティア，NPO 等の資源を活用し，地域住民の参加

によるサービスが重要となっている。生活支援・介

護予防サービスは，日常生活動作や手段的日常生活

動作が自立した高齢者（以下，自立した高齢者）や

要支援認定を受けた高齢者（以下，要支援高齢者）

の社会活動の観点を取り入れることが，実用的かつ

効果的なサービス提供に発展すると考えられる。

高齢者の社会活動の重要性は，先行研究より明ら

かにされている。社会活動は高齢者の生命予後を規

定する要因であり2)，家族以外との会話，活動参
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加，近所づきあい，趣味等の社会関連性が乏しいと

死亡率が高くなる3)。また，日常生活自立度 J ラン

クや A ランクの高齢者は，知人・友人の家を訪ね

る，庭や家のまわりの手入れをする，家事や買い物

をする等の活動が自立度に関連する4)。

また，社会活動の定義は多様になされている。海

外では，就労，ボランティア，宗教活動への参加，

家族・友人・隣人等に会う5)，友達との映画鑑賞や

外食，グループミーティングへの参加6)等が社会活

動として扱われている。特に，高齢者の社会活動と

して，仕事やボランティアの世話人，他者への援助

等，地域社会への貢献7)が示されている。日本で

は，社会と接触する活動8)，家庭外での対人活

動9)，地域で実施される集団的活動10)，自己完結す

る活動を通じた社会との関わり11)等が社会活動とし

て扱われている。

高齢者の社会活動には，身体面，社会・環境面が

関連することが報告されている。まず，社会活動と

身体面の関連では，虚弱高齢者や要支援高齢者には

自宅外の役割や趣味を有する者が少なく12)，楽しみ

ごととして家族や友人との交流，介護保険サービス

の利用13)がある。介護老人保健施設入所者および通

所サービス利用者の社会活動では，テレビの視聴や

職員・家族との会話といった容易な活動の実施頻度

が高くなっている14)。また，要支援認定を受けた高

齢女性（以下，要支援高齢女性）の社会活動は，自

宅外では目的が明確で必要性の高い活動，自宅内で

は自己の機能を生かした主体的な活動である15)。

一方，老人クラブ参加者を対象にした調査では，

74歳以下の男性は体力を必要とする活動に社会的役

割を求め，75歳以上の男性は食・安全・趣味の領域

で活動希望が高い16)ことが報告されている。なお，

高齢者の社会的・余暇的活動には性差があり，男性

は就労や趣味活動が多く，団体への参加や友人・知

人との交流が少ない17)。このように，高齢者の社会

活動は身体機能や年齢により活動の目的や内容が異

なり，虚弱高齢者や要支援高齢者の場合，活動の範

囲や内容が縮小すると考えられる。加えて，社会活

動には性差が存在するといえる。

次に，社会活動と社会・環境面の関連では，都市

部高齢者はサポートの授受が可能な近隣がいること

を認知している者は少ない18)。また，困りごとの表

出に関しては，都市部高齢者は能動的に社会資源を

利用する姿勢がみられ，農村地域高齢者は周囲の状

況に合わせて受動的に社会資源を利用する姿勢がみ

られる19)。このように，高齢者の行動のうち，特に

社会資源の利用については，生活する地域の状況や

地縁が影響すると考えられる。

これまでの研究において，社会活動の有効性や，

自立した高齢者および要支援高齢女性の社会活動は

明らかにされているが，要支援認定を受けた高齢男

性（以下，要支援高齢男性）の社会活動は明らかに

されていない。要支援高齢者の社会活動には性差が

予測され，要支援高齢者のニーズに適合した，効果

的な生活支援・介護予防サービスを展開するために

は，要支援高齢男性の社会活動の詳細を明らかにす

る必要がある。そこで本研究は，要支援高齢男性の

社会活動とその目的を明らかにすることを目的とす

る。なお，高齢者の社会活動の概念分析11)をもと

に，本研究では社会活動を「家族以外の身近な人と

の相互交流や集団・組織への参加，自己完結する活

動を通じた社会とのかかわり」と定義する。

 研 究 方 法

. 研究デザイン

本研究は要支援高齢男性の社会活動の経験や経験

に対する考えを対象者の文脈から明らかにするた

め，研究デザインとして質的帰納的研究を用いた。

. 研究対象

対象は要支援認定を受けている65歳以上の男性と

した。対象の選定は A 市地域包括支援センターの

所管部署に研究協力ならびに対象者の推薦を依頼

し，対象者16人の紹介を得た。また，対象の背景の

相違による分析結果の影響を確認するため，比較事

例として人口規模の異なる B 町地域包括支援セン

ターの所管部署に研究協力ならびに対象者の推薦を

依頼し，対象者 3 人の紹介を得た。対象者への依頼

は，担当ケアマネジャーより研究主旨を説明しても

らい，内諾が得られた段階で研究者より研究につい

て説明を行った。

対象地域とした A 市は人口190万人，高齢化率

20.5の都市であり，B 町は人口6,000人，高齢化

率33.1の自然を有した農業の町である。

. データ収集

2014年11月～2015年 3 月，対象者宅または研究者

の所属施設において，対象者 1 人につき60～90分の

半構造化面接を 1 回実施した。データ収集の質を保

証するため，すべての面接を研究代表者が実施し

た。面接では，◯普段の生活の様子，◯家族以外の

身近な人との交流，◯集団・組織への参加状況，◯

自己完結する活動を通じた社会とのかかわり等の質

問項目で構成したインタビューガイドを用い，対象

者が思いや考えを自由に語れるよう配慮し面接を展

開した。なお，面接内容は対象者の了解を得て IC
レコーダで録音した。
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. 分析方法

分析は，対象者から語られた現実を抽象化して記

述する質的記述的分析20)を用いた。まず，録音した

面接内容から逐語録を作成しデータとし，データか

ら“要支援高齢男性の社会活動”と“社会活動の目

的”が読み取れる文脈に着目しコードとした。次に，

A 市と B 町の属性による違いを考慮するため，1 事

例ごとにコードを作成した後，A 市と B 町の事例

に分けて分析し最終コード案を抽出した。A 市と B
町の事例より抽出した最終コード案の相違を検討

し，相違がないことを確認した後，A 市と B 町の

コードを併せて最終コードを抽出し，類似した最終

コードを集約しサブカテゴリを抽出した。継続比較

分析をしながら，サブカテゴリの関係性および内容

を検討しカテゴリに名称をつけ抽象化した。カテゴ

リの抽出では，データ，コードに戻りながら，慎重

に抽象度を高めた。

データ分析の真実性を保証21)するため，分析過程

は質的研究の経験を有する共同研究者間で検討を重

ねた。また，協力が得られた 2 人の対象者に，抽出

したサブカテゴリとカテゴリについて意見を確認

し，分析内容は要支援高齢男性の社会活動や目的を

表した妥当なものであるとの確認を得た。

. 倫理的配慮

調査実施にあたり，研究目的と方法，対象者の権

利を保護するための守秘義務，研究協力を辞退する

権利，データの保管と研究終了後の処分等につい

て，対象者に口頭および文書で説明し同意書に署名

を得た。なお，本研究は，2014年 7 月29日に北海道

大学大学院保健科学研究院倫理審査委員会による承

認を受け実施した（承認番号1428）。

 研 究 結 果

. 対象者の概要（表）

研究依頼の結果，A 市の対象者 2 人が体調不良や

家庭の事情により研究協力を辞退した。

対象者の概要は，年齢は80代が最も多く13人，居

住地は A 市 14人，B 町 3 人，家族構成は独居 7
人，同居10人であった。現在，1 人が経営に関する

仕事をしており，それ以外の者は無職であった。調

査時，対象者の多くが疾患による症状を有し，日常

生活動作は概ね自立していたが，手段的日常生活動

作は掃除や調理等で援助を要する者がいた。利用し

ている主な介護予防サービスは，通所介護と訪問介

護であった。

. 要支援高齢男性の社会活動とその目的（表

，表）

要支援高齢男性の社会活動として33最終コード，

10サブカテゴリ，4 カテゴリを抽出した。また，社

会活動の目的として30最終コード，13サブカテゴリ，

5 カテゴリを抽出した。以下，カテゴリの内容につ

いて，カテゴリを【 】，サブカテゴリを《 》，対

象者の語りを「斜字」で記述する。

1) 要支援高齢男性の社会活動

 【生活に安らぎを与える，気心の知れた人た

ちとのかかわり】

要支援高齢男性は学生時代の旧友と会食や年賀状

を通じ，《気心知れた旧友との途切れぬかかわり》

をしていた。また，近所の人と世間話をし，時には

除雪やごみ捨ての助けを得る等，《気心が知れた近

所の人との生活に身近なかかわり》をしていた。家

族，親族等の親しい関係性のなかで互いに交流する

時間は，要支援高齢男性に安らぎを与えていた。子

どもや孫の喜ぶ顔を期待し，お小遣いやプレゼント

をあげることもあり，《自分の生活に安らぎが得ら

れる家族・友人とのつきあい》を続けていた。

「僕はこの友達にね，もう腹割って。向こうも喋

ってくれるしね。この人がいるから，80代にもなっ

て，こうやって同期との交流が続いてるんですよ。

（8）」
「向いの奥さんが良い人でね。（中略）それで俺が

外に行ったときにそこに立ってて，挨拶して，パー

クゴルフ行くんですよ，とかって話しになってさ

（7）」。
 【かかわる相手や活動内容が明確なサービス

やプログラム等の参加・利用】

要支援高齢男性は介護予防サービスや老人クラ

ブ，趣味の集まり等の活動に参加していた。受診時

や介護予防サービス利用時に，要支援高齢男性は生

活や療養について話をし，《安心をかかわりの基盤

とした医療・介護職員とのつきあい》をしていた。

老人クラブ，趣味の集まりでは《グループや組織へ

の深入りしない程度の参加》をし，体調に合わせ無

理のない程度に活動をしていた。町内会活動では会

員として地域活動に貢献する者や一会員として場を

楽しむ者等，《自分の目的に応じた町内会活動への

参加》が行われていた。

「この前エコー検査やって，（医師に）どうですか，

まだもちそうかいっていったら，いやまだまだって

いうんだね。（中略）かえって，（医師に）励まされ

て帰ってくるんだね。（14）」
「（通所介護）利用者同士はね，あんまり（会話は）

ないな。だけどもひとりやふたり。やっぱり，普通

の会話（中略），今日はどうだった，調子どうだ，

くらいのもんさ。（12）」
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表 対象者の概要

年齢 居住地 家族構成 職業歴 要介護度 ADL IADL 定期的なサービスの利用

1 60代 A 市 独居 会社員 要支援 2 自立
家事（調理，掃除）の
援助を受けている

訪問介護（3 回/週）

2 70代 A 市 妻，子ども 自営業 要支援 1 自立 家事は妻が行っている なし

3 70代 A 市 独居 会社員 要支援 1 自立
家事（調理，掃除）の
援助を受けている

訪問介護（1 回/週）

4 80代 A 市 妻 公務員 要支援 1 自立 家事は妻が行っている 通所介護（機能訓練型）
（1 回/週）

5 80代 A 市 独居 会社員 要支援 1 自立 自立 通所介護（1 回/週）

6 80代 A 市 独居 会社員 要支援 1 自立 家事（調理，掃除）の
援助を受けている

訪問介護（3 回/週）

7 80代 A 市 独居 公務員 要支援 2 自立 家事（調理，掃除）の
援助を受けている

訪問介護（2 回/週）

8 80代 A 市 妻 公務員 要支援 2 自立
家事（掃除）の援助を
受けている 訪問介護（1 回/週）

9 80代 A 市 独居 自営業 要支援 2 自立
家事（調理）の援助を
受けている

通所介護（機能訓練型）
（1 回/週）

10 80代 A 市 妻，子ども 会社員 要支援 2 自立
家事（調理，掃除）の
援助を受けている

訪問介護（1 回/週）

11 80代 A 市 妻 公務員 要支援 2 自立 家事は妻が行っている 通所介護（2 回/週）

12 80代 A 市 子ども 公務員 要支援 2 入浴一部介助
杖歩行

家事は子どもが行って
いる

通所介護（2 回/週）

13 80代 A 市 妻 自営業 要支援 2 自立 家事は妻が行っている 通所介護（機能訓練型）
（1 回/週）

14 90代 A 市 妻 公務員 要支援 1 自立 家事は妻が行っている 通所介護（1 回/週）

15 80代 B 町 独居 会社員 要支援 1 自立 家事（調理，掃除）の
援助を受けている

なし

16 80代 B 町 妻 会社員 要支援 1 自立 家事は妻が行っている 通所介護（2 回/週）

17 80代 B 町 妻 会社員
自営業

要支援 2 自立 家事は妻が行っている 通所介護（2 回/週）
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 【全盛期の就労時代が反映される職場関係者

とのかかわり】

要支援高齢男性の職場関係者との交流は様々であ

った。職場 OB 会や元同僚の集まりに積極的に参加

する者がいる一方，職場関係者と一切行き来しない

者もおり，《就労時代のつきあい方が影響する職場

関係者とのかかわり》がなされていた。

「個人的にね，昔の仲間（同僚）と月に 1 回集ま

って飲んだりね。昔の仲間だから，だいたい 2 時間

ぐらいなんだけども，あっという間に過ぎますね。

皆で話しする，そういう楽しみが好きなもんだか

ら。（10）」
「（元同僚との付き合いは）ないね。大体こうなっ

てから，外出て歩かないしょ。引きこもりも同然

だ。（16）」

 【身近な暮らしの場で行う自分の気持ちや生

活を豊かにする活動】

要支援高齢男性は社会の動きを感じとるため《新

聞やニュース，風景を通じた社会動向の積極的な把

握》をし，1 人で過ごす時間には読書，絵画，テレ

ビ鑑賞等，《自分にとって有意義な自宅内での楽し

みごと》をしていた。また，美味しいものを食べる

ためのスーパーへの買い出しや，家計管理・住宅管

理といった一家の主としての役割等，《自分や家族

のために行う家事や家庭内の作業》をしていた。

「もうとにかく，取り残されたら嫌だし，生きて

る限りは世の中の動きをもう少し肌で感じておきた

いなって思いで。焦りがあるせいかね，週に 1 回は

だいたい街に行ってる。（7）」
「うちの管理は自分でやらんきゃなんないから。

屋根が雪落ちなくなったら，ペンキ塗る段取りせん
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表 要支援高齢男性の社会活動

最 終 コ ー ド サブカテゴリ カテゴリ

気心が知れた友人と会い楽しい時間を過ごす
気心知れた旧友との途
切れぬかかわり

生活に安らぎ
を与える，気
心の知れた人
たちとのかか
わり

友人と年賀状をとおして近況報告をしあう

近所の人に声をかけ世間話をする

気心が知れた近所の人
との身近なかかわり

近所の人が気軽に声をかけてくれる

近所の人が生活に密着した作業を手伝ってくれる

町内では限られた人とのみ親しくつきあう

妻をそばに感じながら日常を過ごす

自分の生活に安らぎが
得られる家族・友人と
のつきあい

子どもや孫と一緒の時間を過ごしリラックスする

家族や親族が生活に直結する作業を手助けしてくれる

家族や親族と電話や年賀状等で近況や思いを伝えあう

喜ぶことを期待し家族や友人と物やプレゼントのやりとりをする

様子を見に家族や友人が自宅を訪ねてくれる

介護職員と互いに気軽に話をする
安心をかかわりの基盤
とした医療・介護職員
とのつきあい

かかわる相手
や活動内容が
明確なサービ
スやプログラ
ム等の参加・
利用

医師やケアマネジャーから生活や療養のアドバイスをもらう

ヘルパーの定期訪問によるつきあいで安心を得る

老人クラブや趣味の集まりでは他の参加者の様子を眺める

グループや組織への深
入りしない程度の参加

趣味の集まりやデイサービスで出会う人とは当たり障りのない話をする

体調に合わせて参加する活動を取捨選択する

時間を潰すため趣味の集まりに参加する

町内の人とは互いに深く干渉しない程度にかかわる

町内会のメンバーとして地域の活動に貢献する
自分の目的に応じた町
内会活動への参加町内の人に会えるため町内会行事にすすんで参加する

職場関係者と年賀状や手紙を通じたつきあいをする
就労時代のつきあい方
が影響する職場関係者
とのかかわり

全盛期の就労
時代が反映さ
れる職場関係
者とのかかわ
り

気心が知れた仕事仲間との会合に参加し楽しむ

仕事上のつきあいだった職場関係者とのかかわりは，今はない

新聞やニュースを欠かさず読み，意図的に社会情勢を把握する 新聞やニュース，風景
を通じた社会動向の積
極的な把握

身近な暮らし
の場で行う自
分の気持ちや
生活を豊かに
する活動

町の様子を目と肌で感じ取り社会とのつながりを実感する

自分や他者のために自宅で料理や趣味等，創作活動をする

自分にとって有意義な
自宅内での楽しみごと

趣味や関心のある作業とおして自宅で有意義な時間を過ごす

地図や日記を見てこれまでの日々の生活を振り返る

好みの食材を選ぶため自分で買い物に行く

自分や家族のために行
う家事や家庭内の作業

家庭内の管理的な作業を自分で行う

家族のために生活のなかでできる手助けを率先して行う
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きゃなんないしょ。（14）」
2) 要支援高齢男性の社会活動の目的

 【人とのコミュニケーションを通じた社会と

のつながり】

要支援高齢男性は《他者との交流が生活の刺激と

なる》ため，意図的にコミュニケーションをとるこ

とがあった。生きている間は社会と接触することを

望み，《人と交流し社会とのかかわりを得たい》と

考え活動をしていた。

「（老人クラブでは）見てる方が多いね。色々話し
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表 要支援高齢男性の社会活動の目的

最 終 コ ー ド サブカテゴリ カテゴリ

他者とのおしゃべりを通じて気分転換をする

他者との交流が生活の
刺激となる 人とのコミュ

ニケーション
を通じた社会
とのつながり

集まりの場に参加し人とのつきあいを楽しむ

趣味のグループや老人クラブ等に参加し，意図的にコミュニケーションを図る

他者と交流し社会とのつながりを得る 人と交流し社会とのか
かわりを得たい

知りたいことがあれば親切な見ず知らずの人にすすんで声をかける

同年代とのつきあいはお互いに共感できエネルギーをもらえる

同年代とのつきあいは
互いに共感しあえる

同年代・年配
者と過ごすこ
とで得られる
安心感

女性が多い趣味のグループでも性別に関係なく同年代として付き合う

宗教活動では性別を超え違和感なく付き合う

元気な年配者の活動の様子を見てエネルギーをもらう 年配者の姿を見てこれ
からの自分への活力に
する年配の通所介護利用者を見て，自分はまだ元気なほうだと実感する

通所介護ではプログラムを通じ皆で楽しく遊ぶ 通所介護では利用者同
士で楽しい時間を過ご
す通所介護利用者が楽しめるようなおしゃべりを提供する

自分の体のために通所介護で運動をする

身体機能の維持・向上
を意識し運動をする

主体的な運動
の継続による
身体機能の維
持・向上

筋力を維持・向上するため，散歩や器械を使って運動する

運動を通して自分の身体機能を確認する

歩かなくてはと思い，運動を兼ねて買い物に行く
自分の生活のなかに運
動を主体的に取り入れ
る

体が動かなくならないよう意図的に外出をする

体の調子に合わせて運動する場を自ら考え体を動かす

認知症にならないよう，頭を使う作業を生活のなかに意図的に取り入れる 脳の活性化を意識し，
作業や他者とのかかわ
りを意図的に行う

意図的に思考
を巡らせるこ
とによる学び
の継続

すすんで他者とかかわり話しをし，脳を活性化させる

テレビを見ながら疑問に思ったことはすぐ調べ，勉強の機会にする 疑問やわからないこと
はすぐに調べ，理解す
る年賀状を書く際にはわからない字を辞書で引き，字を覚える

趣味に関する知識を得るため，資料や本をもとに勉強する 興味・関心をもとに教
室や資料等から積極的
に学ぶ学ぶことが好きなので教室や高齢者大学では積極的に学ぶ

歌や運動等，自分のしたいことをするために趣味のグループや教室に参加する
趣味の集まりや教室に
参加し自分のしたいこ
とを楽しむ

自らが快くな
れる有意義な
ひととき

趣味のグループや地域の集まりでパークゴルフやテニス等の運動を楽しむ

グループ活動に参加し，仲間と麻雀を楽しむ

楽しみや癒しを求めてすすんで外出する
生活に楽しみや癒しを
加え有意義に過ごす

余生を自分なりに楽しく有意義に過ごしたい

他者のお世話をし支えになることで他者の役に立ちたい 他者のために活動し他
者の役に立ちたい
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聞いたり話ししたりね，そんなとこだね。なんか，

色々な良い話でも聞けるかな，あるかなって思っ

て，話しかけるくらいでね。（4）」
「私自身はなんとか生きてる間は，社会とのつな

がりちゅうか，そういう仲間をつくって，生活を生

きるっていうか，生きてる喜びちゅうかね。単に生

活してるんでなくて，生きてるっていうことを実感

してみたいと思っているんだけど。（9）」
 【同年代・年配者と過ごすことで得られる安

心感】

要支援高齢男性は《同年代とのつきあいは互いに

共感しあえる》ため，また《年配者の姿を見てこれ

からの自分への活力にする》ため，老人クラブや趣

味の集まりで同年代や年配者と交流していた。介護
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予防サービスを利用している者は，《通所介護では

利用者同士で楽しい時間を過ごす》ことを目的に，

ゲームやリハビリ，おしゃべりをしていた。

「物のとらえ方，考え方がね，高齢の人と話しす

ると同じような考え方の人もけっこういるでしょ。

そうするとね，そうなんだよな～っていうことで

ね。（3）」
「デイサービスは，短い人は半年とか，長い人で

3 年ぐらいとかね，色々だけど。やっぱりな，部落

（の人たちとのつきあい）とは違うな。向こう（通

所介護）は，皆で一緒に，楽しく過ごすちゅうだけ

で。（17）」
 【主体的な運動の継続による身体機能の維

持・向上】

要支援高齢男性は体のことを考え，《身体機能の

維持・向上を意識し運動をする》ため，趣味や通所

介護等に参加していた。また，《自分の生活のなか

に運動を主体的に取り入れる》ことを考え，体を動

かすためにあえて用事をつくる等，定期的に運動す

る機会をつくっていた。

「雪がなくなったら，防風林まで必ず散歩に行く

んですよね。大体 1 日4000歩，万歩計で計っていま

す。（6）」
「わざわざスーパーに買い物行く。小さい牛乳 1

つでも，買いに行くんだ。（中略）歩いて。そして，

帰ってくれば，8000歩くらい。（1）」
 【意図的に思考を巡らせることによる学びの

継続】

《脳の活性化を意識し，作業や他者とのかかわり

を意図的に行う》ことで，要支援高齢男性は認知機

能が低下しないよう努力をしていた。また，《疑問

やわからないことはすぐに調べ，理解する》，《興

味・関心をもとに教室や資料等から積極的に学ぶ》

というように，学び続ける姿勢を有していた。

「この間も（テレビで）富士五湖って出てたのね。

富士五湖ってね，2 つくらいしか知らない。やっぱ

りダメだって調べてさ，5 つ覚えるしょ。面白いん

ですよ。だからなるべく，ボケないようにね。（15）」
「僕，凝りますからね。（子どもたちは）親父はや

りだしたらきかないからな，ということでリスペク

トは多少あるのかな，と。だから，クラッシックに

対する僕の造詣は認めてると思う。（2）」
 【自らが快くなれる有意義なひととき】

普段の生活で運動や趣味を行う要支援高齢男性

は，《趣味の集まりや教室に参加し自分のしたいこ

とを楽しむ》ようにしていた。加えて，《生活に楽

しみや癒しを加え有意義に過ごす》こと考え，すす

んで外出し，生活に楽しみや潤いを与えていた。

一方，要支援高齢男性のなかには，自分のためだ

けに時間を費やすのではなく，《他者のために活動

し他者の役に立ちたい》という考えから，町内会活

動で役割を担う者もいた。

「今年あたりから，○○地区と○○地区でクラブ

をつくっててね，カラオケを（中略）すぐそこの会

館であるんですよ。そこでね，好きなやつを歌うよ

うにしてね。（8）」
「365日24時間働いたから，ある意味解放されたわ

けですよね。そうすると，その余った時間をどうす

るかって問題がありますよね。元々本は好きですか

ら，本読む，音楽聴く，パソコンやる。テレビも見

る。（2）」
「やっぱり，人の支えになる，人のために尽くす

のに生まれてきたっていう精神を小さい時からもっ

ているから。人のために，と思ってますよ。（13）」

 考 察

本研究は要支援高齢男性の社会活動を質的帰納的

な方法を用いて調査し，これまで示されていなかっ

た要支援高齢男性の社会活動の現象を明らかにし

た。本結果は，社会活動が自立した高齢者，要支援

高齢女性，要支援高齢男性で異なることを示唆し，

これからの生活支援・介護予防の具体的なあり方を

検討するための基礎資料になると考える。

. 要支援高齢男性の社会活動の特徴

要支援高齢男性の社会活動は，家族を含めた他者

とのかかわりをもつものと，他者とは直接かかわら

ず自己完結する活動が存在していた。他者とのかか

わりには，深入りしない程度のものから，親しい関

係のなかで交流するものまで多様であった。また，

社会活動の内容は，気心の知れた人たちとのかかわ

り，活動内容が明確なサービスやプログラム等の参

加・利用，就労時代の名残が続く職場関係者とのつ

きあい，自身の気持ちや生活を豊かにする活動が含

まれていた。

自立した高齢者の社会活動は，家庭外での対人活

動9)，家族や親族を超えた他者との対人活動10)と定

義され，社会活動を社会参加・奉仕活動，学習活

動，個人活動，仕事の 4 側面9)でとらえている。本

研究の結果，要支援高齢男性の社会活動は，学習活

動や仕事の側面は薄く，社会参加・奉仕活動，個人

活動を中心にした活動と考えられる。また，要支援

高齢男性は疾患による症状を抱え，なかには手段的

日常生活動作に援助を要する者もいた。そのため，

社会活動は家族，友人，近所の人等の身近な人たち

との自宅や近隣でのかかわりを主に，体調に合わせ

た無理のない範囲の活動であると考えられる。要支
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援高齢女性の社会活動も，身近な場における他者と

のかかわり，目的が明確な活動への参加，自宅内で

の楽しみごとや家事，1 人で行う活動を通じた間接

的な社会とのつながり15)であったことから，このよ

うな活動は性別にかかわらず要支援高齢者全般の社

会活動の特徴として考えることができる。

表 1 に示すとおり，本研究の対象者は退職まで労

働を通じ社会のなかで役割を担い活動してきた。多

くの者は企業組織の一員として，社会情勢や社会動

向の影響を受け，長期間労働してきたと推察され

る。要支援高齢男性の社会活動に《新聞やニュー

ス，風景を通じた社会動向の積極的な把握》がある

のは，これまで社会のなかで働いてきたからこそ，

新聞やテレビ，散歩を通じて社会や時代に取り残さ

れないよう活動しているといえる。

また，高齢者の社会活動には性差があり，自立し

た高齢者の場合，男性は女性に比べ外出や就労，趣

味活動が多く，団体・会への参加や友人・知人との

交流が少ない17)。要支援高齢者の社会活動おいても

性差が存在すると考えられる。要支援高齢女性の社

会活動として，身近な人たちとの気遣い・心遣いを

通じたかかわり，集まりへの参加を通じた他者との

直接的なかかわり22)等が報告されている。先行研究

との比較から，要支援高齢男性の社会活動の特徴と

して以下 3 点が考えられる。一つめは，職場関係者

とのつきあいが含まれることが挙げられる。二つめ

は，気心の知れた人たちとのかかわりがなされ，そ

のかかわりの程度が深入りしないものから，打ち解

けたものまでレベルがあることが挙げられる。三つ

めは，労働を通じ社会のなかで活動してきた経験よ

り，退職した現在も，社会や時代を意識した社会活

動が行われていることが挙げられる。

先行研究では，男性高齢者に比べ女性高齢者は近

所づきあいや親戚づきあい，知人・友人との交流に

熱心で，ソーシャルサポートネットワークが豊かで

ある23)ことが指摘されている。また，女性高齢者は

友人を得て何らかの活動を続けられること，男性高

齢者は熱意を向けられる活動をみつけられることが

生きがい感を得る上で重要である24)といわれてい

る。つまり，社会活動における他者とのつきあい方

やその考え方には性差が存在するといえる。要支援

高齢男性の社会活動には，【かかわる相手や活動内

容が明確なサービスやプログラム等の参加・利用】

があり，加えて《自分の目的に応じた町内会活動へ

の参加》，《自分や家族のために行う家事や家庭内の

作業》といった，目的が明確な活動が含まれてい

た。本結果から，要支援高齢男性の社会活動は場へ

の単なる参加ではなく，自身の目的を明確化，具体

化した活動であると考えられる。

. 要支援高齢男性の社会活動の目的

要支援高齢男性は安心感や有意義なひとときを得

るため，また，身体機能の維持向上や学びの継続，

さらには社会とのつながりを得るため社会活動を行

っていた。本研究の結果より，要支援高齢男性は社

会活動に対する興味，関心，参加意義をもち，自身

の目的を明確に有していることが明らかとなった。

独居の男性高齢者を対象にした研究では，セルフケ

アを確立するための強みとして「自律心」，対処と

して「社会資源の利用」を抽出している19)。この結

果が男性特有のものと考えるならば，要支援高齢男

性は自律心から社会活動を一つの社会資源として利

用していることも考えられる。

また，要支援高齢男性にとって他者とのコミュニ

ケーションは社会活動のプロセスの一部であり，主

たる目的はコミュニケーションを介した社会とのつ

ながりや，安心感の獲得であると考えられる。男性

高齢者に関する先行研究では，介護予防事業への男

性高齢者の参加割合は低く，茶話やふれあいサロン

のような内容への参加が少ない25)ことが報告されて

いる。つまり，他者とのおしゃべりやふれあいを主

たる目的とした活動は，男性高齢者の活動目的にな

りにくいことが推察される。

加えて，社会活動の意味づけに関する研究におい

て，要支援高齢女性は社会活動を精神的な支え，自

己との向き合いとして意味づけていた26)ことを報告

している。一方，要支援高齢男性の社会活動の目的

は，身体機能の維持・向上や学びの継続，有意義な

ひとときといった積極的な内容であり，自身のメリ

ットが明確なものであった。本研究結果と先行研究

を一概に比較できないが，要支援高齢男性は要支援

高齢女性に比べ，自己の心身機能や生活において価

値あるものを社会活動の目的にしていると考えられ

る。

要支援高齢男性の社会活動の特徴より，要支援高

齢男性の他者とのかかわりは，気分転換や気晴ら

し，安心感，楽しい時間を過ごすといった，自分の

ために行われる活動であった。そして，プログラム

活動を通じて得られる同年代への帰属意識が，安心

感という居心地の良さを生んでいるといえる。

. 要支援高齢男性に対する社会活動支援

要支援高齢男性の社会活動には，他者とかかわり

をもつ活動と，他者とは直接かかわらず自己完結す

る活動があった。以下，要支援高齢男性に対する社

会活動支援について述べる。

まず，要支援高齢男性は社会活動に対する自身の

目的を明確化，具体化しているという特徴を考慮
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し，参加意義を実感でき，かつ，自身にプラスとな

るプログラムが重要である。また，要支援高齢男性

の社会活動の目的には身体機能の維持向上や，学び

の継続という自律心が存在していたことから，この

自律心を活用することも有効であろう。具体的に

は，成果や結果がみえる運動プログラム，認知機能

向上プログラム，さらに社会情勢や社会動向を感じ

とれるプログラムが効果的であると考える。なお，

要支援高齢男性は身体機能が低下していることが考

えられるため，プログラムは自己効力感を考慮する

ことと，また，体調によってプログラムを実施でき

ない場合でも，場に参加することに意義を感じとれ

るプログラムが重要である。

次に，要支援高齢男性の他者とのコミュニケーシ

ョンは，社会とのつながりや安心感を得るためのプ

ロセスであると考えられることから，他者とのおし

ゃべりやふれあいを主にした活動は，参加動機には

なりにくい。そのため，他者との交流を図るには，

趣味等のプログラムを媒介にするのが効果的であ

る。活動の場面では気心の知れた参加者とかかわれ

ること，また，かかわりが表面的なものから打ち解

けたものまで，要支援高齢男性の他者とのかかわり

の多様性に対応した配慮が必要である。

最後に，要支援高齢男性の社会活動の目的に，

【同年代・年配者と過ごすことで得られる安心感】

があることから，各種プログラムを通じた同年代と

集える場は重要である。また，社会活動に関連する

要因の 1 つに地域社会への態度27)があることから，

壮年期の男性が参加意義を見出せる活動を地域に創

出し，壮年期から地域への関心を高めていくこと

で，高齢期の社会活動へとスムーズに移行できると

考えられる。

. 研究の限界と今後の課題

本研究の限界は，対象者の職歴に公務員や自営業

の占める割合が多いため，すべての要支援高齢男性

の社会活動として示すには限界がある。しかし，2
つの異なる地域で対象を選定したこと，また，対象

者のデータを地域毎に分け継続比較分析をした後，

結果を統合したことから，要支援高齢男性の社会活

動として真実性が確保された結果を示すことができ

たと考える。

今後は，公務員，自営業以外の職歴の対象者に調

査を実施し，要支援高齢男性の社会活動を確認して

いく必要がある。また，社会活動の観点を踏まえ

た，生活支援・介護予防サービスの実現に向け，要

支援高齢男性の社会活動の実態を評価する測定尺度

の開発が必要である。

本研究にご協力を賜りました対象者の皆様および，A
市ならびに B 町の地域包括支援センターの職員の皆様に

心から感謝申し上げます。

本 研 究 は ， JSPS KAKENHI Grant Number JP
26463548により実施した研究の一部である。

本研究は開示すべき COI 状態はない。
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Social activities of older men who require daily support and the purpose of such
activities

Michiyo HIRANO, Kazuko SAEKI, Izumi UEDA2, Hikaru HONDAand Yoshiko MIZUNO

Key wordssocial activities, daily support required, older men, qualitative research

Objectives The purpose of this study was to analyze the social activities of older men who require daily sup-
port, and to clarify the purpose of such activities, in order to develop eŠective living support and
preventive long-term care service, suitable for this population.

Methods Individual, semi-structured interviews were conducted with 17 older men. Data were analyzed us-
ing inductive and qualitative methods.

Results Four categories of social activities were identiˆed, and four categories of purposes of these social
activities were extracted.

The following were the identiˆed social activities: maintenance of `̀ comfortable relationships with
others,'' including family, relatives, friends, and neighbors; `̀ participation and use of services and
programs with clear objectives and relationships with others,'' such as long-term care insurance sys-
tem services, clubs for the elderly, and hobby groups; maintenance of `̀ relationships with former
colleagues, depending on their experience of working with them,'' where some individuals actively
participated in gatherings with former colleagues, while others did not keep in touch at all; and par-
ticipation in `̀ activities to enrich their feelings and quality of life within their living space,'' such as
reading, watching TV, and doing household chores.

The purposes of the observed social activities were to build `̀ relationships with society through
communication with other people'' and to have a `̀ sense of security by spending time with people of
the same age and with those older than them.'' Hence, participants engaged in clubs for the elderly,
as well as in hobby groups. In addition, participants made time for exercising regularly, which
maintained their cognitive function and was intended for the `̀ maintenance and activation of their
physical functions by continuing to exercise,'' and `̀ continuing to learn by thinking.'' Furthermore,
participants engaged in the exercise or hobby groups that they were interested in, in order to `̀ utilize
their time in a meaningful way'' that lead to pleasure and enjoyment.

Conclusion The following were the characteristics of the observed social activities: (1) the activities helped
participants to maintain relationships with their coworkers, (2) participants had comfortable
relationships with others, with these relationships exhibiting diŠerent levels (i.e. intimate relation-
ships or casual), and (3) participants actively followed current events. They have clear purpose join
and participate in social activities. In addition, it is suggested that this population engage in social
activities to enrich physical function and overall quality of life.
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